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　日頃より、日本学校歯科医会の活動につきましては、ご理解とご協力をいた
だき厚く御礼申し上げます。
　さてこの度は、令和5年度の図画・ポスターコンクールにご応募いただき
重ねて御礼申し上げます。
　今年度も全国で相当数の応募作品の中から全国の加盟団体で選抜され、
最終的に本会に届いた6校種（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援
学校）のお子さんが描いた合計210点は、いずれも劣らぬ力作ばかりでした。
　ただ上手に描けているというだけでなく、例えば小学校低学年の作品では、
歯をみがく腕がニューッと伸びていたり、画面一杯の大きな口が特徴的で
あったりと感心させられました。また、中学生の作品では、大人顔負けの構図
や緻密さに驚かされました。特別支援学校の生徒さんの作品では、独特の目
の輝きに心を惹き付けられる作品が印象に残りました。
　歯・口の図画ポスターの描画を授業に取り入れている学校は、それだけで
学校全体のむし歯が少なくなったという研究もあります。この事業を継続し
ていくことで子供たちの歯・口が今より少しでも健康になり、日本中に笑顔
の輪が広がっていくこと。それが私たちにとって無上の喜びとするところです。

ご 挨 拶

公益社団法人 日本学校歯科医会　
会長　柘植 紳平　
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図画・ポスターコンクール審査委員

委 員 長	 齋 藤  芽 生	 東京藝術大学美術学部絵画科	教授
副委員長	 横 嶋  　 剛	 文部科学省	健康教育調査官
委 員	 八 木  泰 子	 全国養護教諭連絡協議会
委 員	 清 水  浩 一	 公益社団法人	東京都学校歯科医会

齋藤 芽生		Meo	Saito

東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程油画専攻修了。
国内外を問わず数多くの展覧会へ出品のほか、絵本『吸血鬼のおはなし』『カステラ、カステラ！』
（共に福音館書店）の挿絵を担当し、2011年に画集『徒花図鑑』（芸術新聞社）を出版。

内部委員	 吉 岡  弘 二	 公益社団法人	日本学校歯科医会	常務理事
〃 	 苗 代  　 明	 公益社団法人	日本学校歯科医会	理事
〃 	 鈴木 あい子	 公益社団法人	日本学校歯科医会	理事

図画・ポスターコンクールの冊子もリニューアルし、より一層多彩な作品が集まることが期
待される。どのコンクールも過去の受賞作を参考にした絵が集まる傾向があり、構図や発想
が似てくるが、均質化を覆す意外な作を期待したい。
今回の募集作から気づかされた良い点は、素材扱いの丁寧さ。各学校では、線を描かせその
あとで色を塗らせる指導が主流だと思うが、そのいずれも疎かにせず向き合わせている指導
の丁寧さを感じる。一方で顔のアップの絵が大半になってきたこと、既存のイラストの描き
方を踏襲している作品が多いことが気にはなる。日常生活の一場面を、背景と人物どちらも
含めて観察して描く絵が少ないということは、そのように絵に向き合う機会が少なくなった
ということだろう。絵であれ作文であれ、様々なコンクールでの賞という答えを探して作品
を作るのではなく、日常観察から子供独自の感動を引き出す機会が根本的に増えることを願
う。素敵な表現は大人の教える技術だけではなく（それも大事だが）、子供個々のオリジナル
な感動の先に必ず出てくるものと信じている。
 （審査委員長　齋藤 芽生）

「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」は、次の世代を担う子どもたちの作品を対象として、
口腔保健に関する理解と認識を高めることを目的に実施しているもので、日本学校歯科医会が主催するよう 
になって今年で47年目を迎えます。日本学校歯科医会は全国の53加盟団体をとおして、幼稚園（幼稚園型
および幼保連携型認定こども園を含む）、小学校（低学年・高学年）、中学校、中等教育学校、義務教育学校、
高等学校、特別支援学校の幼児・児童生徒による作品を募集し、2023年9月27日に行われた審査委員会では、
応募総数210点の中から最も優れている作品として各部門より1点計6点を最優秀賞、12点を優秀賞、3点
を審査員特別賞に選出しました。189点は佳作として表彰されます。また、最優秀賞のうち、指宿市立柳田 
小学校１年 泊 明輝さん（小学校低学年の部）、白河市立東中学校３年 菊地 結生さん（中学生の部）の作品には
文部科学大臣賞が付与されます。

審査委員長による総評および最優秀賞に輝いた作品の画評とともに、今年度応募いただいた全作品をご覧
ください。

審査総評



文部科学大臣賞

最優秀賞

4

鹿児島県　指宿市立柳田小学校 1年
泊 明輝 さん

実際にこの絵を間近で見ると、画材の質感の豊かさに驚かされる。今まさに歯
を磨いている口の中のシュカシュカした泡立ちが、音になって聞こえてきそう。
歯の並び方は実際と違っても歯一本一本の「らしさ」が丁寧に描かれている。

「勢いがあるけれども、丁寧」。大人になっていくほど出来なくなる描きっぷり
である。同学年に似た構図の絵は多かったが、この絵は顔のアップであること
が生きている絵だった。

画 評

小学校低学年の部



文部科学大臣賞

最優秀賞
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福島県　白河市立東中学校 3年
菊地 結生 さん

中学校の部で真っ先に目に飛び込んできた絵。良作は他にもあったが、印象の
強さにより票が集まった。「鏡の前で自分をまなざす、今この時」という一瞬の
とらえ方が新鮮。しかしよく見ると、正面向きの自画像とは違い、下方から見
上げる視点で描かれている！それが映画の一場面のようなスリリングさをもた
らすのだ。鏡の白い斑点まで描いた絵のリアルさに対して、要素を抑えた黒の
文字が、意味ありげなコントラストをなしている。

画 評

中学生の部



最優秀賞
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小学校でも、高学年の部はデザインとしての伝達要素を
より意識した作品が増える。中でもこの作品は、絵と文字
とを独自のセンスでパズルのように組み合わせた小粋な
作品だ。一つ一つの食物や動物も楽しげだし、「歯」という
文字の凝り具合なども微笑を誘う。色彩に込められた繊
細なグラデーションも、高く評価された部分だ。

この口の中の色彩の美しさに驚く。舌の色とのどの色の微妙な違い、
唇のシワの描写、本当に良い色を支えているなあと思う。構図や背景
に関しては正直なところ似た傾向の絵が多いのだが、この大胆かつ
丁寧な口の中の描画表現が、多くの評価を得たところだろう。

三重県　亀山市立井田川幼稚園 5歳
平尾 翼 さん

長崎県　大村市立富の原小学校 5年
御厨 麻智 さん

画 評

画 評

小学校高学年の部

幼
稚
園
の
部



最優秀賞
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ズバリいい絵が目白押しの特別支援学級の部。中でもこの
作品は言葉に表現し得ない強さを感じた。一度見たら忘
れられない、目を逸らせないような眼球の表現。肌と唇の
色のコントラスト。そこに切り紙によるレタリング文字
がくっきりと映えている。「むし歯なし」という言葉と同時
に、絵にも「邪念なし」の強さを感じる。

高校の部で増えてくるCG作品。その中でも自身の世界
観をしっかり込めて、なおかつシンプルにまとめた良作。
手描きに比べ淡白にみえがちなCGだが、本作は平滑な
色や滑らかな曲線を表現できるCGならではの特徴が似
合っている。可愛らしく優しげだが、言葉と絵とが同時
に生まれたかのような「言い切りの強さ」を秘めた作品だ。

岐阜県　岐阜県立多治見工業高等学校 3年
工藤 楓太 さん

徳島県
徳島県立阿南支援学校ひわさ分校中学部 3年

江澤 真吾 さん

画 評

画 評

特別支援学校の部

高等学校の部



優秀賞

大阪府
箕面市立かやの幼稚園 5歳

北郷 友之助 さん

東京都
港区立芝浦小学校 2年
毛塚 仁基 さん

愛媛県
認定こども園いぶき幼稚園 5歳

河野 彩花 さん

新潟県
新発田市立外ヶ輪小学校 3年

野口 直葉 さん

8

幼稚園の部

小学校低学年の部



優秀賞
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小学校高学年の部

中学生の部

群馬県
伊勢崎市立殖蓮第二小学校 6年

田中 夢菜 さん

京都府
京都市立下鴨中学校 3年

北村 栞菜 さん

鹿児島県
姶良市立竜門小学校 5年
千葉 優衣花 さん

長崎県
佐世保市立福石中学校 3年

小田 夏菜子 さん



優秀賞
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東京都
東京都立工芸高等学校定時制課程 2年

熊野 美樹 さん

鳥取県
米子市立箕蚊屋小学校特別支援学級 2年

長田 星奈 さん

宮崎県
学校法人高千穂学園 小林西高等学校 3年

西種子田 はなさん

佐賀県
佐賀県立盲学校小学部 5年

中村 一輝 さん

高等学校の部

特別支援学校の部



審査員特別賞
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香川県
坂出市立松山小学校 3年

山本 奏志 さん

神戸市
神戸市立会下山小学校 4年

西田 蒼大 さん

特別支援学校の部

長崎県
壱岐市立沼津小学校特別支援学級 2年

陣内 風翔 さん

小学校高学年の部小学校低学年の部

審査員特別賞について

これは定例ではないのだが、今回の審査では
票が多岐に割れることがあった。そこで、通常
の賞とは別の視点で審査員から高評価を受け
た作品を紹介することとした。

小学校低学年・山本さんの作品は力量と余裕
を感じる線と色塗り。悠々としており、この先
もどうか絵を描き続けてほしいという審査員
長の願いがある。

小学校高学年の部・西田さん、ポスターとし
てはメッセージ性が少ないものの、最近めっ
きり応募が減った「場の状況を丁寧に観察する
作品」を描いてくれたことが嬉しい。

特別支援の部・陣内さん、最優秀賞に迫る票
を集めた、はつらつとして手の込んだ素晴ら
しい絵だった。



令和5年度  歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール  入選者一覧
地区

幼稚園の部 小学校低学年の部 （1〜3年生） 小学校高学年の部 （4〜6年生）
幼稚園名 年齢 氏　名 学校名 学年 氏　名 学校名 学年 氏　名

北海道 ― ‒ ― 函 館 市 立 大 森 浜 小 学 校 2 木　村　柚　花 恵 庭 市 立 恵 庭 小 学 校 6 上　田　瀧　介
札幌市 ― ‒ ― 札 幌 市 立 定 山 渓 小 学 校 1 木　俵　璃　翔 札 幌 市 立 南 白 石 小 学 校 4 藤　永　桃　加
青森県 幼保連携型認定こども園深沢保育園 5 川　村　瑛　都 五所川原市立三好小学校 3 木　村　璃　愛 八 戸 市 立 小 中 野 小 学 校 5 知　野　和　仁
岩手県 社会福祉法人くりの木会認定こども園ちゃいるど・スクール 5 角　田　琴　美 大 船 渡 市 立 吉 浜 小 学 校 3 木川田　陽　仁 二 戸 市 立 福 岡 小 学 校 4 赤　石　愛　結
秋田県 ― ‒ ― 秋 田 市 立 旭 川 小 学 校 3 杉　沢　啓　太 秋 田 市 立 河 辺 小 学 校 5 佐々木　寧　音
宮城県 塩 釜 カトリッ ク 幼 稚 園 5 岸　波　太　一 仙 台 市 立 八 木 山 小 学 校 1 成　田　理　歩 岩 沼 市 立 岩 沼 西 小 学 校 5 伊　籘　奈　々
山形県 ― ‒ ― 新 庄 市 立 日 新 小 学 校 2 山　本　姫月美 朝 日 町 立 宮 宿 小 学 校 6 松　田　依知佳
福島県 認定こども園たまかわクックの森 5 小　林　陽　彩 いわき市立中央台東小学校 2 島　津　壮　太 須 賀 川 市 立 白 江 小 学 校 6 田　村　　　昊
茨城県 ― ‒ ― つくば市立手代木南小学校 3 堀　　　　　環 つくばみらい市立陽光台小学校 6 鈴　木　日　菜
栃木県 ― ‒ ― 鹿 沼 市 立 菊 沢 東 小 学 校 1 鈴　木　春　希 日 光 市 立 今 市 小 学 校 6 仁　村　　　葵
群馬県 ― ‒ ― 伊勢崎市立宮郷第二小学校 3 尾　池　明日奏 伊勢崎市立殖蓮第二小学校 6 ◎ 田　中　夢　菜
千葉県 ― ‒ ― 市 原 市 立 若 葉 小 学 校 3 菊　地　菜乃子 市 川 市 立 八 幡 小 学 校 4 加　納　瑠　人
埼玉県 ― ‒ ― 越 谷 市 立 大 袋 北 小 学 校 2 増　山　康太郎 朝霞市立朝霞第三小学校 6 髙　橋　美　菜
東京都 荒 川 区 立 汐 入 こど も 園 5 中　野　結　月 港 区 立 芝 浦 小 学 校 2 ◎ 毛　塚　仁　基 品川区立第三日野小学校 5 横　山　緋　莉
神奈川県 ― ‒ ― 小 田 原 市 立 芦 子 小 学 校 2 長　嶺　一　光 相 模 原 市 立 大 沼 小 学 校 6 小　島　優　佳
川崎市 ― ‒ ― 川 崎 市 立 東 住 吉 小 学 校 2 太　田　大　智 川崎市立王禅寺中央小学校 6 池　上　心　花
山梨県 ― ‒ ― 北 杜 市 立 高 根 東 小 学 校 3 宮　沢　桃　子 北 杜 市 立 長 坂 小 学 校 5 髙　橋　愛　実
長野県 杉 の 子 幼 稚 園 6 クロケット 流玖 高 森 町 立 高 森 北 小 学 校 2 尾　地　遼　仁 駒 ヶ 根 市 立 赤 穂 小 学 校 5 塩　澤　仁　菜
新潟県 聖 上 智 オリーブこども 園 5 笠　松　日奈美 新発田市立外ヶ輪小学校 3 ◎ 野　口　直　葉 糸 魚 川 市 立 田 沢 小 学 校 6 古　市　星　愛
静岡県 ― ‒ 島田市立島田第四小学校 2 水　野　　　蘭 富 士 宮 市 立 黒 田 小 学 校 5 遠　藤　結　輝
愛知県 ― ‒ ― 稲 沢 市 立 下 津 小 学 校 1 加　藤　杏　奈 稲 沢 市 立 下 津 小 学 校 6 氏　木　愛　子
名古屋市 ― ‒ ― 名 古 屋 市 立 平 子 小 学 校 3 中　井　秀　伍 名古屋市立枇杷島小学校 4 川　畑　美　遥
岐阜県 ― ‒ ― 羽 島 市 立 小 熊 小 学 校 2 長　野　　　曜 笠 松 町 立 松 枝 小 学 校 6 若曽根　莉　穂
三重県 亀 山 市 立 井 田 川 幼 稚 園 5 ★ 平　尾　　　翼 四 日 市 市 立 内 部 小 学 校 3 小　林　瀬　夏 亀 山 市 立 川 崎 小 学 校 5 馬　路　あかり
石川県 ― ‒ ― 輪 島 市 立 鵠 巣 小 学 校 3 椿　原　颯　真 小 松 市 立 苗 代 小 学 校 5 大　橋　梨里花
福井県 ― ‒ ― 鯖 江 市 鯖 江 東 小 学 校 1 井　波　智　恵 鯖 江 市 中 河 小 学 校 6 津　田　歩　輝
富山県 ― ‒ ― 朝日町立 さみさと 小学校 2 坂　本　真　捲 氷 見 市 立 湖 南 小 学 校 6 戸　川　　　藍
滋賀県 ゆ い の 杜 こ ど も 園 5 芦　刈　紗　那 高 島 市 立 今 津 北 小 学 校 1 沢　田　千　隼 大 津 市 立 小 松 小 学 校 4 西　川　奈　緒
和歌山県 海 南 市 立 巽 幼 稚 園 5 保　川　実　穂 那智勝浦町立市野々小学校 1 湊　　　陽　琉 岩 出 市 立 山 崎 小 学 校 5 西　谷　彪　我
奈良県 ― ‒ ― 下北山村立下北山小中学校 3 本　田　千　明 下北山村立下北山小中学校 4 道　下　峻太郎
京都府 ― ‒ ― 南 丹 市 立 胡 麻 郷 小 学 校 1 小　西　丈太郎 京 都 市 立 桂 坂 小 学 校 6 松　田　百合香
大阪府 箕 面 市 立 か や の 幼 稚 園 5 ◎ 北　郷　友之助 堺 市 立 上 野 芝 小 学 校 2 森　實　真　子 八 尾 市 立 山 本 小 学 校 6 松　本　悠　花
大阪市 大 阪 市 立 菅 南 幼 稚 園 5 堀　　紗　寧 大 阪 市 立 天 王 寺 小 学 校 1 宮　本　夏　希 大 阪 市 立 聖 和 小 学 校 6 池　田　慎太郎
兵庫県 神 戸 大 学 附 属 幼 稚 園 6 大　平　朝　陽 ― ‒ ― 播 磨 町 立 播 磨 西 小 学 校 4 山　下　寛　人
神戸市 神 戸 市 立 神 戸 幼 稚 園 5 翁　　　瑠奇也 神 戸 市 立 枝 吉 小 学 校 2 花　野　智　哉 神 戸 市 立 会 下 山 小 学 校 4 ♦♦ 西　田　蒼　大
岡山県 倉 敷 市 立 呉 妹 幼 稚 園 4 小　林　　　新 新 見 市 立 矢 神 小 学 校 2 澁　川　禾　恵 倉 敷 市 立 天 城 小 学 校 6 冨　永　実　華
鳥取県 聖 心 幼 稚 園 5 大　﨑　紗　良 琴 浦 町 立 船 上 小 学 校 2 宮　木　唯　衣 境 港 市 立 上 道 小 学 校 4 遠　藤　柚　那
広島県 ― ‒ ― 安芸高田市立美土里小学校 2 佐々木　惺　矢 呉 市 立 三 坂 地 小 学 校 4 石　合　七　海
島根県 ― ‒ ― 雲 南 市 立 鍋 山 小 学 校 1 名　原　元　樹 安 来 市 立 赤 屋 小 学 校 6 野々村　進次郎
山口県 ― ‒ ― 周 南 市 立 富 田 西 小 学 校 3 貞　葊　　　澪 萩 市 立 明 倫 小 学 校 4 原　田　一　花
徳島県 ― ‒ ― 東みよし町立三庄小学校 3 髙　尾　悠　馬 阿 南 市 立 津 乃 峰 小 学 校 6 岩　間　綺　彩
香川県 高 松 市 立 前 田 幼 稚 園 5 小　池　勇　璃 坂 出 市 立 松 山 小 学 校 3 ♦♦ 山　本　奏　志 ― ‒ ―

愛媛県 認定こども園いぶき幼稚園 5 ◎ 河　野　彩　花 今 治 市 立 桜 井 小 学 校 2 高　橋　和　希 四 国 中 央 市 立 南 小 学 校 6 信　藤　啓　太
高知県 南 国 市 立たちばな幼 稚 園 5 田　中　康大朗 い の 町 立 神 谷 小 学 校 1 市　川　加　菜 四 万 十 町 立 川 口 小 学 校 4 碓　井　菜　月
福岡県 ― ‒ ― 福 智 町 立 伊 方 小 学 校 3 青　山　凪　生 苅 田 町 立 馬 場 小 学 校 6 難　波　美蕾姫
福岡市 ― ‒ ― ― ‒ ― 福 岡 市 立 堅 粕 小 学 校 6 嶋　津　歩　花
佐賀県 ― ‒ ― 佐 賀 市 立 金 立 小 学 校 3 松　浦　琉　華 佐 賀 市 立 金 立 小 学 校 6 真　島　汀　早
長崎県 花 高 幼 稚 園 5 松　手　玖　磨 大 村 市 立 富 の 原 小 学 校 3 笠　　　愛　梨 大 村 市 立 富 の 原 小 学 校 5 ★ 御　厨　麻　智
大分県 カトリック津 久 見 幼 稚 園 6 菊　地　莉緒奈 大 分 市 立 神 崎 小 学 校 2 五　島　彩　稀 大 分 市 立 神 崎 小 学 校 5 伏　見　優　奏
熊本県 ― ‒ ― 南関町立南関第四小学校 1 山　口　千　夏 宇 土 市 立 宇 土 小 学 校 5 赤　星　杏　樹
宮崎県 宮崎大学教育学部附属幼稚園 5 髙　野　衣　栞 門 川 町 立 門 川 小 学 校 2 島　田　優　珠 日 南 市 立 油 津 小 学 校 6 山　元　蒼　生

鹿児島県 姶 良 市 立 帖 佐 幼 稚 園 3 新　枦　嵩　大 指 宿 市 立 柳 田 小 学 校 1 ★★ 泊　　　明　輝 姶 良 市 立 竜 門 小 学 校 5 ◎ 千　葉　優衣花
沖縄県 ― ‒ ― 沖 縄 市 立 高 原 小 学 校 2 おおはま さつき 東 村 立 東 小 学 校 6 今　出　共　在
応募数 23 51 52

応募総数：210点　★＝最優秀賞6点（★＝文部科学大臣賞2点）、◎＝優秀賞12点、♦♦＝審査員特別賞3点、無印＝佳作189点
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地区
中学校の部 高等学校の部 特別支援学校の部

幼稚園名 学年 氏　名 学校名 学年 氏　名 学校名 学年 氏　名
北海道 ― ‒ ― ― ‒ ― 北海道旭川養護学校小学部 6 渡　邊　葉　月
札幌市 札 幌 市 立 栄 南 中 学 校 2 武　田　結　菜 ― ‒ ― ― ‒ ―

青森県 八 戸 市 立 第 二 中 学 校 1 鈴　木　寿　理 八戸工業大学第二高等学校 2 相　内　奏　空 ― ‒ ―

岩手県 滝 沢 市 立 滝 沢 中 学 校 2 馬　場　智　雪 ― ‒ ― 岩手県立盛岡峰南高等支援学校 3 千　葉　結　菜
秋田県 秋田大学教育文化学部附属中学校 2 稲　葉　理　沙 ― ‒ ― 秋田県立横手支援学校中学部 3 佐々木　　　暖
宮城県 岩 沼 市 立 岩 沼 北 中 学 校 3 中　村　夏　花 ― ‒ ― 宮城県立支援学校小牛田高等学園 1 小　室　彩　愛
山形県 東 根 市 立 大 富 中 学 校 2 植　松　祐　貴 ― ‒ ― ― ‒ ―

福島県 白 河 市 立 東 中 学 校 3 ★★ 菊　地　結　生 ― ‒ ― 福島県立会津支援学校中学部 1 高　橋　咲　良
茨城県 茨城県立土浦第一高等学校附属中学校 3 出久根　祐　樹 ― ‒ ― 茨城県立水戸特別支援学校中学部 3 須　藤　愛　椛
栃木県 高根沢町立阿久津中学校 2 涌　井　ひより ― ‒ ― ― ‒ ―

群馬県 みどり市立笠懸南中学校 3 石　井　　　華 ― ‒ ― 高崎市立高崎特別支援学校小学部 6 須　原　結　音
千葉県 鎌 ケ 谷 市 立 第 三 中 学 校 3 伊　藤　志　穂 ― ‒ ― 多古町立中村小学校特別支援学級 2 越　川　愛　海
埼玉県 所 沢 市 立 中 央 中 学 校 2 長　尾　将　矢 ― ‒ ― ― ‒ ―

東京都 葛 飾 区 立 常 盤 中 学 校 3 慶　田　琴　美 東京都立工芸高等学校定時制課程 2 ◎ 熊　野　美　樹 大田区立大森第八中学校特別支援学級 2 河　野　未　来
神奈川県 川 崎 市 立 大 師 中 学 校 2 宮　内　玲　衣 ― ‒ ― ― ‒ ―

川崎市 川 崎 市 立 橘 中 学 校 3 永　戸　琴　音 ― ‒ ― 川崎市立田島支援学校高等部 1 後　藤　隼　人
山梨県 北 杜 市 立 高 根 中 学 校 3 渡　辺　美衣奈 ― ‒ ― ― ‒ ―

長野県 大 鹿 村 立 大 鹿 中 学 校 3 多　田　春　嶺 ― ‒ ― ― ‒ ―

新潟県 三 条 市 立 第 四 中 学 校 3 佐　藤　陽　菜 ― ‒ ― ― ‒ ―

静岡県 牧 之 原 市 立 榛 原 中 学 校 2 澤　島　わかば ― ‒ ― 沼津市立今沢小学校育成学級 3 平　野　結　都
愛知県 新 城 市 立 鳳 来 中 学 校 2 原　田　花　帆 ― ‒ ― ― ‒ ―

名古屋市 名 古 屋 市 立 東 陵 中 学 校 3 有　岡　陽乃芽 ― ‒ ― 名古屋市立比良西小学校特別支援学級 2 足　立　崚　成
岐阜県 ― ‒ ― 岐阜県立多治見工業高等学校 3 ★ 工　藤　楓　太 ― ‒ ―

三重県 伊勢市立伊勢宮川中学校 3 文　珠　ゆうひ ― ‒ ― 鈴鹿市立若松小学校特別支援学級 2 結　城　総一郎
石川県 ― ‒ ― ― ‒ ― ― ‒ ―

福井県 ― ‒ ― ― ‒ ― ― ‒ ―

富山県 入 善 町 立 入 善 西 中 学 校 3 西　村　優　音 ― ‒ ― ― ‒ ―

滋賀県 大 津 市 立 志 賀 中 学 校 3 辻　本　　　楓 ― ‒ ― ― ‒ ―

和歌山県 那智勝浦町立那智中学校 3 石　井　沙耶佳 ― ‒ ― 和歌山県立たちばな支援学校中学部 3 米　田　　　蓮
奈良県 奈 良 市 立 平 城 中 学 校 3 堀　越　心　晴 ― ‒ ― ― ‒ ―

京都府 京 都 市 立 下 鴨 中 学 校 3 ◎ 北　村　栞　菜 ― ‒ ― ― ‒ ―

大阪府 守 口 市 立 大 久 保 中 学 校 3 辻　　　杏　優 大阪府立第二工芸高等学校 4 久　保　隆　翔 大阪府立交野支援学校四條畷校高等部 3 安　見　和　樹
大阪市 大 阪 市 立 築 港 中 学 校 3 岡　沢　歩　武 ― ‒ ― ― ‒ ―

兵庫県 宍 粟 市 立 一 宮 南 中 学 校 3 植　木　槙　也 ― ‒ ― ― ‒ ―

神戸市 ― ‒ ― ― ‒ ― ― ‒ ―

岡山県 岡 山 市 立 高 島 中 学 校 2 水　本　茉　絢 岡山県立倉敷工業高等学校 1 荒　木　香　穂 岡山県立岡山聾学校小学部 1 井　尾　帆乃未
鳥取県 鳥 取 市 立 北 中 学 校 3 井　崎　　　鈴 私 立 米 子 松 蔭 高 等 学 校 2 遠　藤　咲　季 米子市立箕蚊屋小学校特別支援学級 2 ◎ 長　田　星　奈
広島県 福 山 市 立 神 辺 中 学 校 3 谷　川　美　緒 ― ‒ ― ― ‒ ―

島根県 出 雲 市 立 斐 川 西 中 学 校 3 樋　廻　さゆり 松 江 西 高 等 学 校 2 矢　野　咲　幸 ― ‒ ―

山口県 岩 国 市 立 岩 国 中 学 校 2 久　芳　由里衣 ― ‒ ― ― ‒ ―

徳島県 東みよし町立三加茂中学校 3 林　　　芽　生 ― ‒ ― 徳島県立阿南支援学校ひわさ分校中学部 3 ★ 江　澤　真　吾
香川県 丸 亀 市 立 東 中 学 校 3 大　西　彩　華 ― ‒ ― ― ‒ ―

愛媛県 愛媛県立宇和島南中等教育学校 2 清　水　海　里 愛媛県立松山中央高等学校 1 菊　地　詩　奈 愛南町立一本松小学校特別支援学級 2 メラブ ラマダン暁斗
高知県 日高村佐川町学校組合立加茂中学校 2 石　元　咲　良 高知県立須崎総合高等学校 2 中　平　拓　真 ― ‒ ―

福岡県 大 牟 田 市 立 宅 峰 中 学 校 2 安　陪　華　子 ― ‒ ― 福岡県立小倉聴覚特別支援学校小学部 4 大　元　崇　巨
福岡市 福 岡 市 立 元 岡 中 学 校 1 藤　井　結　菜 ― ‒ ― 福岡市立若久特別支援学校小学部 6 難　波　結　人
佐賀県 神 埼 市 立 神 埼 中 学 校 2 末　次　柚　希 ― ‒ ― 佐 賀 県 立 盲 学 校 小 学 部 5 ◎ 中　村　一　輝
長崎県 佐 世 保 市 立 福 石 中 学 校 3 ◎ 小　田　夏菜子 長 崎 県 立 対 馬 高 等 学 校 2 戸　田　祥　太 壱岐市立沼津小学校特別支援学級 2 ♦♦ 陣　内　風　翔
大分県 別 府 市 立 北 部 中 学 校 3 廣　畑　さくら 大分県立津久見高等学校 3 西　﨑　莉　央 大 分 県 立 聾 学 校 幼 稚 部 5 石　井　ち　の
熊本県 ― ‒ ― ― ‒ ― ― ‒ ―

宮崎県 宮 崎 市 立 宮 崎 中 学 校 2 隅　井　晴　架 学校法人高千穂学園 小林西高等学校 3 ◎ 西種子田　はな ― ‒ ―

鹿児島県 鹿 児 島 市 立 紫 原 中 学 校 3 原　口　理　央 ― ‒ ― 霧島市立青葉小学校特別支援学級 1 山　口　茉　紘
沖縄県 宮 古 島 市 立 西 辺 中 学 校 3 砂　川　真　緒 ― ‒ ― ― ‒ ―

応募数 47 12 25

※中等教育学校の作品は、前期・後期の教育課程ごとに、中学校の部・高等学校の部で審査。
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